
ミルカー点検黒の見方
ミルカーは、搾乳に必要不可欠な道具です。常に良い状態で搾乳するために、 ミルカー点

検は定期的に行うことが大切です。そのため、点検票の見方について知っておく必要があり

ます。

1.点検票の例
これは、北海道乳質改善協議会基準に基づ く一般的な点検票です。このようなもので点検

しています。

(1)点検項目について

評価基準 A=良 い B=一 部改善事項有 り C=早 急に又は計画的改善を要する
摘要として  CL=清 掃 W=洗 浄 C=交 換 A=調 整 R=処 理

区分 点検項目 評
価
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要 点検結果 点検内容の説明
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ポンプ能力 (形式) 可能排気量 ( イκoCFM)( 馬力) 必要排気量は150+150X n(ユ ニノト数)

ベル ト及びオイ アライメント=良 。ずれ/張 =良・不・老/オ イル=良・不 ベルトのずれ、張り具合、オイル状態を見る
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容量 必要量 ( 2κ )実容量 (約  7κ ) 必要量は、 1ユ ニヽット当たり191κ で計算

素材 (  )/タ ンク状=良 。不/ド レン状=良 。不 素材、タンクの状態について

z^7^t4 > '---T--( 1ラ イ ン 。2ラ イン 。3ラ イ ン ライ ン数

ヘッダー数とヘッダーライン径 数 ()M(mm)P(mm) M=ミ ルクライン、P=パルセーターライン(以下同)

真空の流れ 過剰エルボー=無 。
(有 )/絞込=無・ (有 ) 真空の流れを阻害していないか見る

点検用のバルブ及ゴムのカップリング バルブ=無 (有 )/カ ップリング=無 (有  ) ルヾブ、カップリングの有無
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処置の状態 0点位=良 。ズレ。交換/設定=良・変更要 設置は、調E器 と搾乳機の間で、見やすい箇所がよい

設定真空圧

(ノ ーマル・差圧)

1イ ンチHg

(真空圧単位)

=2 54cmH g

=3 38kPa

lkPa

=0 75clnH g

表示真空度M( )P( )cmHg・ kPa・ インチ

測定真空度M( )P( )cmHg・ kPa・ インチ

M, Pでの真空圧をチェックする
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管理 管理状態=良・汚。湿・埃 (指定清掃月 回) 定期的な清掃をする

設置場所 良 。改善 (            ) 真空ポンプ主配管に近い場所に設置

種類と数 (銘柄) サーボ/ス プリング/ウ ェイ ト (数 ) 2個以上つける場合は、50cm以上離す
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モイスチャーサイズ 径 ( mm)/衛生状態 良・不 径の太さ、衛生状態について

レシーバージャー 素材 (GoS)/イ ンレット( 本)衛生=良・不 G=ガ ラス、S=ス テンレス(以下同)

コメ ン ト

ラ

イ
‐
ン

6

石ヽ
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ガ 無 。有)

素材 (GoS)/径 ( mm)
インレット( 時)/径 ( mm)/衛生=良・不

ミルクラインの径の太さや素材、イン

レットの位置、衛生状態をチェック

パルセーターライン
(配管詰まりの疑い 無・有)

材質 (プ ラスチック・鉄)/径 ( nun)

ドレンの機能=良・不。無/設置=良 。不・不足

パルセーターラインの素材、径の太さ、

ドレンの働きなどチェック
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勾配
(目 測)(測尺別紙/無 。有)

H( cm)/明確/や や有/無/逆勾配
一部波打/破損/施工時の勾配値

H=ハ イポイント、牛乳がす

みやかに流れる勾配が必要
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ミルククロー
アウトレット(mm)/ミ ルクケイン (mm)
衛生=良 。汚/容量=大 。中・小/ホ ール詰=有 。無

ホール詰まりのないよう、清掃する

ライナーゴム 交換頻度 ( 力月)。 指定時期 ( 力月) 規定に従い、交換する
ゴムチューブ類 衛生=良 。汚/劣化状態=良 。劣化につき交換 チューブ類も定期的に確認し、交換する

ト ケ

ない 。横取り。独立 ライナー交・別/パルセーター同。別/セ ンサー他 同・別 バケット使用時の条件を示す
コ メ ン ト
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50k P aで の空気流量 (表

示されているポンプ能力は、
この時の値)

Aは、設定真空圧を示 したときの

空気流量
「システム分析」

真空ポンプ能力 (設定値) 50kPa/15インチ/37anH

PC       A       `κ /分
配管抵抗エアーロス

A― B Yκ/分  3007κ/分以上 :調査必要

ユニットでの消費量

B一 C
1ユニット当たり

実際に使える量 1ユニット当残量

ユニット脱落時消費量

ユニット脱落時の残■

C― D

この値は
50 くル//

(B― C)/n

コメント

レギュレーター

未使用での空

気流量

(こ の時エアー

ロス (A― B)

が300膨以 上

は要調査)

レギュレーター未使用、
ニット接続での空気流量 この値は、 140く″/分

以上なければならない

kPa
O.5

-1.0

-1.5

-2.0

-2.5

-3.0

レギュレータ稼働、ユニット接続で上記C(空気流量)の90%流入する
までエアフローメーターを50～ 1002/分ずつ開けていく

↓
そのときの真空圧の低下が35kPaな ら問題、

20kPa以 内なら正常、といえる

システムは上記2の状態で、 1ユニットを開放して (F値)すばゃく閉じ (E値 )、

その際の調圧器の反応を見る、*評価は↓のとおり

3「調圧器の反応」

最高真空圧 E kPa/anH g/イ ンチ    最低真空圧 F kPa/cmH g/イ ンチ
*設定よりlkPa以上上がつてはならない    *設 定より2kPa以 内であればよい

コメント                   (こ こでいう設定とは、設定真空圧のこと)

4「パルセーター設定値確認

1分間に開閉する回数 (45～ 60回/分 )

*ど のパルセーターでも同じであることが必要

拍動比がメーカーの指定どお りになっている
か、確認

拍 悧卜 お

動 (―鋤

比

“

← 句 5%以内であること (左右のみ)

(2)システム分析

毎年 1回 は、 ミルカー点検を受けましょう。定期的に点検をおこなうことで、 ミルカーの

性能を十分に発揮させることができ、また搾乳作業もスムーズにできます。

30 ミルカー点検票の見方
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